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岐阜県美濃-関地域における美濃帯-上麻生ユニットと那比ユニットの関係性
Relationship between the Kamiaso unit and the Nabi unit in the Mino terrane of the Mino-
Seki area, Gifu Prefecture
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西南日本の付加体の 1つである美濃テレーンは，付加体の中でも数多くの調査がなされ，岩相及び構造の違いから，複
数の構造層序単元に区分されている．しかし多くの研究がなされている美濃帯の中でもデータの乏しい地域はいくつも
存在する．岐阜県中央部の美濃・関地域はそのような地域の 1つであり，Wakita(1988b)による広域的な調査によって，
チャート－砕屑岩シーケンスが繰り返す整然相で特徴づけられる上麻生ユニットと，破断した砂岩泥岩互層とメランジュ
を主体とする那比ユニットが分布することが明らかとなった．また、本地域においては、鹿沼 (1956)によって定義され
た、和田野礫岩という礫岩が分布する。これは、チャート、珪質粘土岩、石灰岩、玄武岩質岩の角礫だけでなく、それら
のブロックを含むという特徴を持つ。本公演では，上麻生ユニットと那比ユニットの関係について議論を行う．
美濃・関地域において詳細な野外調査を行い，従来上麻生ユニットとされていた地質体を，地質構造や岩相に違いが

みられることから，従来から言われていた整然相からなる上麻生ユニットと，メランジュ相を主体とする那比ユニット，
和田野礫岩に区分した．上麻生ユニットは海洋プレート層序の連続性をある程度残して地層が積み重なる構造を持つ．
チャートからはMiddle Triassicから Early Jurassic，泥岩からは Early Bathonianを示す放散虫が産出した．那比ユニット
には，チャート－石灰岩互層，メランジ，玄武岩質岩が分布している．チャートの岩相にも違いがみられ，風化して赤
色を呈する黒色チャートが長良川沿いに広く分布している．これらの岩相は，他の地域の上麻生ユニットではあまり見
られない．チャートからはMiddle Triassicから Early Jurassic，珪質泥岩からはMiddle Jurassic，チャート－石灰岩互層の
チャート層からは Late Triassicを示す放散虫が産出した．また，チャート－石灰岩互層の石灰岩層からは，Late Norian
を示すコノドントが報告されている (猪郷・小池, 1975)．和田野礫岩は，礫岩と塊状砂岩を主体とし，チャート，珪質粘
土岩，石灰岩や玄武岩質岩のブロックを含む．放散虫が示す年代範囲がほとんど一致しているため，上麻生ユニットの
上部三畳系チャートと那比ユニットのチャート－石灰岩互層は，同時異相関係にあると言える．この対応関係は佐野ほ
か (2010)でも報告されている．
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